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６【コーポレート・ガバナンスの状況等】 

（１）【コーポレート・ガバナンスの状況】 

 当社は、コーポレート・ガバナンスの充実を経営の重要施策と認識し、経営の効率性、健全性、並びに透明性の

向上を目指し、事業環境の変化に即応できる当社に適したガバナンスを構築しております。 

 当社では、コーポレート・ガバナンスの基本を企業理念と行動指針に置き、取締役会及び監査等委員会の機能強

化はもとより、法令遵守とリスク管理の徹底を図り、全てのステークホルダーから信頼される企業経営に努めてお

ります。 

①コーポレート・ガバナンスの体制及び内部統制システムの整備の状況等 

イ．コーポレート・ガバナンスの体制の概要と当該体制を採用する理由 

 当社は監査等委員会設置会社へ移行し、有価証券報告書提出日現在、取締役１０名、うち監査等委員３名と

いう経営体制をとっております。  

 取締役会は、経営に関する計画・目標をはじめ重要な事業戦略、及び法定の事項について決定を行うほか、

業務執行の監督を行っております。 なお、取締役の定数については、取締役（監査等委員である取締役を除 

く。）は17名以内、監査等委員である取締役は４名以内とする旨定款に定めております。 

 また、より透明性と客観性を担保するため監査等委員会を設置しています。監査等委員である取締役３名

（内社外取締役２名）で構成され、監査等委員会が定めた監査の方針・計画等に従い、経営及び業務執行の適

法性・妥当性を監視しております。 

 当社では２名の社外取締役を選任しており、その社外取締役が意思決定の場である取締役会のほか経営会議

にも出席し、適時提言ないしは意見表明ができる仕組みを講じております。これに加えて、監査等委員会を通

じて重要な会議の内容、内部監査の状況、その他経営上の重要な事項に関しても報告を受けております。  

また、経営の意思決定・監督機能と業務執行機能を分離し、明確な経営を行うため、執行役員制度を採用して

おります。これらのことにより、経営監視機能が十分確保されていると考えているため、現状の体制を採用し

ております。 

      （当社のコーポレート・ガバナンス体制）               
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